
４ 個別事業の進捗状況について 



数値目標がない事業

年度
達成
度

達成度を選択した理
由

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

数値目標がある事業（事業番号：３８、３９、４２、６２、６６、７２） 

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

今後
の方
向性

　　審議会等委員に占める女性の割合について調査を実施し現状を把握するとともに、推薦団体への働きかけなど目標値達成に向けて取り組みます。

(15)審議会等の市の政策・方針決定過程への女性の参画の推進

　　男女平等についての理解を深めるための事業や広報を実施します。

次年度の課題

年度ごとの達成度（男女共同参画の
視点に配慮した事業の推進度）

「男女平等推
進週間」事業
の実施

「男女平等推
進週間」等の
事業を実施し
ます。

事業
番号

所管局

４　政策・方針の立案及び決定への女性の参画拡大

市民文化
局

Ⅱ　働く場における男女共同参画の推進

人権・男女
共同参画
室

(1)人権教育・啓発の推進

事業 事業概要 令和元(2019)年度実績

1

担当部署

Ⅰ　男女の人権尊重及び家庭・教育における男女共同参画の推進

1　男女共同参画の理解の促進

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

38

審議会等委員
に占める女性
の割合向上の
ための取組を
推進し、令和3
（2021）年度ま
でに40％となる
ようめざしま
す。

事前協議、参加
状況調査、プラ
スワンキャン
ペーン等取組実
施

★数値目標がない事業の達成度
Ａ 男女平等推進行動計画の目標に対し、目標を上回る取組や配慮を行った

Ｂ 男女平等推進行動計画の目標に対し、目標を概ね達成した取組や配慮を行った

Ｃ 男女平等推進行動計画の目標に対し、一定の取組や配慮を行ったが課題がある

Ｄ 男女平等推進行動計画の目標に対し、目標達成に向けた取組ができなかった

Ｅ 事業を実施していない

※男女平等推進行動計画の目標については、調査票の中の目標、基本施策、施策及びその趣旨の記載を参照

してください。

男女平等推進行動計画の目標

目標の達成に向けた基本施策

基本施策の達成に向けた施策と施策の概要

★数値目標がある事業の達成度
A 目標値が達成された
B 前年度と比較して数値が向上し、かつ目標値達成まで１０％以内
C 前年度並み、もしくは前年度と比較して数値が下降した、かつ目標値まで１０％以内
D 目標値達成まで１０％以上の開きがある
E 実施していない

★今後の方向性

１ 充実

２ 現状維持

３ 縮小

数値目標



年度 達成度
達成度を選択した理

由

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

　　男女平等に関する学習機会を提供します。

(2)男女共同参画に関する生涯学習の推進

男女平等かわ
さきフォーラム
の開催

3

男女の人権尊重
に関する研修や
講座を実施しま
す。

・すくらむネット21と共催
で、令和2年2月15日、宗片
恵美子さんを講師に「みん
なで防災を考える～復興支
援の経験から見えたこと
～」をテーマに男女平等川
崎フォーラムを開催し、97
人が来場した。

市民文化
局

今後
の方
向性

次年度の課題 担当部署令和元(2019)年度実績 所管局事業概要

(1)人権教育・啓発の推進

　　男女平等についての理解を深めるための事業や広報を実施します。

1

「男女平等推進週
間」等の事業を実
施します。

「男女平等推進
週間」事業の実
施

・第三庁舎、中原市民館、
麻生区役所、広報コーナー
にて男女平等施策に係る展
示を行った。
・男女平等推進週間にあわ
せて「すくらむ21まつり」
を6月23日に開催し、4,372
名の参加があった。
・広報用チラシを作成し、
市内公用施設等で配架し
た。
・市ＨＰ上で「男女平等推
進週間」コンテンツを作成
し、掲載した。

男女平等推進週間に
あわせて配布した広
報用チラシについて
は、男女共同参画の
視点に配慮してイラ
ストを作成した。

引き続き、男女平等推
進週間中に啓発を行
い、市民が男女共同参
画について考える機会
を提供することを目指
す。

2

事業
番号

人権・男女
共同参画
室

男女共同参画
センターによる
研修・講座の実
施

・男女共同参画基礎講座と
して、離婚をテーマとした
法律講座、「女性のための
離婚の法律講座」を開催を
実施し、延48人の参加が
あった。

離婚に悩む者にとっ
て正しい法律知識を
系統立てて得ること
ができる講座は重要
であるという観点か
ら、基本編、ステッ
プ編と講座を設け、
基本的な法律知識を
学んだ後に具体的な
手続きや調停の活用
方法について学べる
よう実施した。

2

市民・市民グルー
プが男女共同参
画の視点を持つ
ことができるよう
な学習機会の提
供や人材育成及
び情報提供を行
います。

男女共同参画
センター協働事
業、情報提供
事業

男女共同参画センター協働
事業：計7市民団体等の事業
を採択し、講座やイベント
を実施し、延べ1,083人の参
加があった。
・インターンシップ：短期
15人を受け入れ、男女共同
参画センター事業の企画・
運営等を通じて、学習機会
の提供を行った。

市民グループ・団体
からの提案に基づ
き、協働で講座等を
行うことで、団体の
活動支援及び地域に
根差した男女共同参
画の推進に繋がっ
た。

事業

Ⅰ　男女の人権尊重及び家庭・教育における男女共同参画の推進

1　男女共同参画の理解の促進

年度ごとの達成度（男女共同参画の視
点に配慮した事業の推進度）

「男女共同参画の視
点から見た防災」を
テーマに、防災や減
災における女性の視
点の必要性について
市民を対象に啓発を
行った。

引き続き、市民を対象
にした講座を実施する
ことで、生活上の困難
課題を乗り越える気付
や課題を理解し、次の
行動につながる学びの
場を提供することを目
指す。 市民文化

局

人権・男女
共同参画
室

2

令和２年度も引き続
き、男女平等フォーラ
ムの開催を通じ、男女
共同参画社会の理解の
促進に努める。 市民文化

局

人権・男女
共同参画
室

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

2

引き続き協働事業など
を通じた市民団体等へ
の支援、及びインター
ンシップ生の受け入れ
などを行っていく。

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

2

男女平等につい
ての理解を効果
的に深めるため
に、さまざまな機
会や市のあらゆ
る施設を積極的
に活用した広報を
実施します。

市内公共施設
における広報
や、市ＨＰを活
用した広報

・市内公共施設で、男女共
同参画センター主催講座の
広報チラシの配架や、「男
女平等推進週間」広報チラ
シ等の配架を行い、男女平
等施策の周知を図った。
・「男女平等推進週間」や
「女性に対する暴力をなく
す運動期間」に合わせ、啓
発ページを市ＨＰに掲載し
た。

様々な機会を捉え広
報を実施すること
で、男女平等施策の
理解促進に繋がっ
た。

2

引き続き、市内公共施
設における広報チラシ
の配架や市ＨＰを活用
した広報を行い、男女
平等施策の周知に努め
ていく。

4

23



H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

　　一人ひとりが自立と思いやりの意識を育み、個人の尊厳と男女平等を推進する教育を実施します。

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

教育委員
会事務局

引き続き研修を通して
啓発をしていく。

(3)就学前教育・学校教育における男女共同参画に関する教育の推進

6

5

教育文化会館・市
民館において、｢男
女平等推進学習」
の講座や情報提供
の実施、学習ス
ペースの確保等を
通じて、市民の男
女平等に関する学
習の機会を提供し
ます。

引き続き、男女平等教
育参考資料「自分らし
くかがやく」を作成
し、男女平等に対する
意識啓発を図る。
また、教員を対象とし
たアンケート結果を踏
まえ、内容の検討・調
整を行っていく。

計画通り市内小学3
年生を対象に、男女
平等教育参考資料を
作成、配布した。

2

合同校長会議において、男
女平等参考資料の周知と活
用を呼びかけた。

男女平等推進学
習や、家庭・地域
教育学級等にお
ける男女平等推
進研修への講師
紹介や出前講座
を行います。

男女共同参画
センターの市民
館等への出前
講座

市民館等にお
けるＰＴＡ家庭
教育学級等へ
の講師紹介、
及び男女共同
参画センターと
連携した事業
の実施

麻生市民館での保育者研修
会や区民車座会に講師を紹
介したほか、宮前市民館で
の男女平等推進学習担当者
会議に男女共同参画セン
ター職員が講師として参加
するなど、計4件の講師派
遣・コーディネートを行っ
た。

センターへの来館以
外にも、地域に出向
くことで広く情報提
供を行えた。また、
センターの知名度向
上にも寄与した。

2

継続した取組として、
市民館等を対象とした
男女平等や男女共同参
画に関する講座への講
師派遣や紹介を行う。

市民館等におけるＰＴＡ家
庭教育学級等への講師紹介
等の支援を行った。

2

「男女平等推進
学習」講座の実
施、及び情報
提供の実施（学
習環境整備事
業）

教育文化会館・市民館にお
いて、｢男女平等推進学習」
講座を実施し、情報提供を
行った。

男女平等についての
理解を深めるための
学習機会の提供を
行った。

2

次年度も引き続き、教
育文化会館・市民館に
おける、｢男女平等推
進学習」講座や情報提
供の実施を通じて、男
女平等に関する学習の
機会を提供する。

生涯学習
推進課

人権・男女
共同参画
室

教育委員
会事務局

生涯学習
推進課

男女平等についての
理解を深めるための
学習機会の提供を
行った。

次年度も引き続き、市
民館等におけるＰＴＡ
家庭教育学級等への支
援や男女共同参画セン
ターとの連携に関する
情報を提供する。

市民文化
局

教育委員
会事務局

教育政策
室

人権・多文
化共生教
育

こども未来
局

運営管理
課

小学校の児童・教
員等に向けた教
材を活用した学
習を実施し、男女
平等に対する意
識を高めます

7

男女平等教育
参考資料「自分
らしくかがやく」
の作成・配布

男女共同参画の
視点から、保育
所、幼稚園、学校
の運営及び保育・
教育活動の充実
に努めます。

男女平等教育参考資料「自
分らしくかがやく」を作成
し、市内小学3年生を対象に
配布した。

計画通り市内小学3
年生を対象に、男女
平等教育参考資料を
作成、配布した。

2

8

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

2

次年度も保護者会等や
職員研修、日々の保育
の中での子どもへの周
知啓発を計画どおり、
実施できた。

各公立保育園の保護者会や
職員会議で年1回以上、人
権、子どもの権利について
の話題を取り上げ、理解を
深めた。
また、階層別研修やキャリ
アップ研修の子育て支援・
保護者支援分野で研修を実
施（参加616名）し、保育園
職員の虐待予防関する知識
を深めた。

職員の研修及び保護
者・子どもへの周知
啓発を実施した。

男女平等教育
参考資料「自分
らしくかがやく」
の活用

園長会議等に
おける人権研
修の実施、及
び保護者や地
域への周知啓
発

24
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男女共同参画の
視点から、保育
所、幼稚園、学校
の運営及び保育・
教育活動の充実
に努めます。

2

引き続き研修会等を通
して周知を図る。

こども保健
福祉課

教育委員
会事務局

教育政策
室

人権・多文
化共生教
育

(4)若者の将来を見通した自己形成や社会参画の促進

　　各人の生き方、能力、適性を考慮し、固定的な性別役割分担意識にとらわれずに主体的に進路を選択し社会参画できるようにするための支援を行います。

9

男女共同参画の
視点から子育て
にかかわることが
できるよう、育児
体験講座等の実
施を通じて、次世
代を担う若者たち
を支援します。

思春期の保健
向上を目指し
た健康教育（健
全母子育成事
業）の実施

地域みまもり支援センター
において思春期保健に関わ
る個別相談を実施するとと
もに、市内の小中高校や関
係機関と連携し、思春期保
健に関わる集団健康教育を
効果的に実施した。

8

人権尊重教育推進担当者研
修（176名）やライフステー
ジに応じた教職員研修（初
任者研修(303名)・2校目異
動者研修（220名)・中堅教
諭等資質向上研修（260
名)、15年経験者研修（134
名）、教頭研修（187名）、
校長研修(174名))におい
て、子どもの権利学習をも
とに、男女を問わず一人一
人の個性や能力を発揮でき
る学校教育の重要性につい
て啓発を図った。

2

無料の学習スペースを
提供するとともに、情
報誌や男女共同参画に
関する書籍を紹介する
「ＢＯＯＫインフォ
メーション」等を発行
し、情報提供に努め、
市民及び事業者の活動
を支援する。

学校保健等と連携
し、性を中心とする
思春期教育を実施し
た。また、若年妊娠
等個別の相談に対応
した。 2

今後も学校保健等と連
携し、思春期教育を実
施する。

こども未来
局

教育委員
会事務局

男女共同参画の
視点からインター
ンシップ（就業体
験）や体験学習等
を通じたキャリア
形成を支援しま
す。

男女共同参画
センターにおけ
るインターン
シップ実施、及
び職場体験の
受け入れ

10

男女共同参画の
意義やワーク・ラ
イフ・バランスに
ついての理解促
進等も含めたキャ
リア教育の体系
的・効果的な推進
を図ります。

「キャリア在り
方生き方教育」
の推進

・子どもたち一人一
人の自立に向けた教
育への教員の理解を
研修を通して深め
た。
・家事や職業的に役
割分担等の偏りがな
いように配慮して作
成したキャリア在り
方生き方ノートの配
布を継続した。

2

引き続きキャリア在り
方生き方教育推進事業
を実施し、研修等で、
子どもたち一人一人の
自立に向けた教育への
教職員の理解を深めて
いく。

教育政策
室

・男女共同参画センターに
おいて、短期インターン
シップ15名を受け入れ、事
業の企画・運営等を通じ
て、大学生のライフキャリ
ア支援を行った。
・ジョブシャドウイング、
職場体験：市立中学校4校、
計21名を受け入れた。

インターンシップ、
職業体験の受入を通
じ、実践経験の場を
提供した。

2

引き続き、インターン
シップ生等を受け入
れ、男女共同参画セン
ターでの事業実施等を
通じて、就業体験、学
習機会の提供を行う。

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

「キャリア在り方生き方教
育」の推進のため、全市担
当者説明会を1回、全市担当
者研修会を2回、説明会を2
回、研究推進校情報交換会
を3回開催し、子どもたち一
人一人の自立に向けた教育
への教員の理解を深めた。

研修等を通じ
た教職員への
周知啓発

市民文化
局

(5)メディア・リテラシー
※1
の向上と男女共同参画の視点に立った広報・啓発の推進

※1　メディアの情報を主体的に読み解く能力、メディアにアクセスし活用する能力、メディアを通じコミュニケーションする能力を、構成要素とする複合的な能力のこと

男女共同参画に関す
るメティア・リテア
シーの向上のため、
男女共同参画に関す
る書籍の閲覧やパソ
コン・インターネッ
トの利用環境の提
供、情報誌などを通
じて、利用者等に情
報提供を行った。

人権・男女
共同参画
室

11

　　様々な情報を読み解き、適切に発信する能力を身に付けるための教育を実施するとともに、性別にとらわれず、個性に基づく男女の多様なあり方を尊重することに
留意した広報を実施します。

12

情報を読み解き
発信する力の向
上のための講座
や講師紹介及び
情報提供、学習
スペースの確保
等を通じた市民
及び事業者の活
動を支援します。

男女共同参画
センターでの講
座実施、及び
情報提供事業
の実施（情報提
供室の充実等）

男女共同参画センターの情
報提供室を男女共同参画に
関する書籍の閲覧、パソコ
ン・インターネットも利用
できる環境として無料で開
放している。
すくらむ21インフォメー
ション、メールマガジン、
情報誌「すくらむ」などを
発行し、男女共同参画に関
する情報提供を行った。

引き続き男女どちら
の意見に偏らないよ
う配慮しながら周知
啓発を実施した。

25
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2

「かわさき市政だよ
り」：引き続き市の広
報について男女平等推
進の視点に配慮し事業
を執行していく。
「広報テレビ番組・広
報ラジオ番組の製
作」：男女平等や人権
の尊重に充分配慮し、
テレビ・ラジオにおい
て、効果的な情報発信
を行う。併せて、所管
課と協力して、男女平
等推進に関する広報を
行う。

手引の内容を社会情勢
等の変化に合わせて適
宜見直しを行い、より
的確に男女共同参画の
視点に立った資料等作
成が行えるようにす
る。

総務企画
局局（広報
資料作成
局）

財政局（広
報資料作
成局）

人権・男女
共同参画
室

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

2

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

「かわさき市政だより」：
引き続き市の広報について
男女平等推進の視点に配慮
し事業を執行した。
「広報テレビ番組・広報ラ
ジオ番組の製作」：引き続
き、広報事業において、男
女平等推進や人権尊重の観
点から不適切な表現等がな
いように事業実施を行っ
た。
あわせて、所管課と協力し
て、男女平等推進に関する
広報を行った。

市民文化
局

・5月27日に開催した「川崎
市男女共同参画推進員連絡
調整会議」合同会議で、手
引を配布し、男女共同参画
推進員を通じて、庁内各課
において手引を活用し男女
平等推進の視点に立った資
料等作成が行えるよう周知
した。
・6月7日に開催された「広
報広聴主管会議」におい
て、手引きの配布及び活用
について周知した。

手引の配布・周知を
行うことで、公的資
料作成における男女
共同参画の視点への
配慮に向けた啓発に
繋がった。

13

メディアからの情
報を主体的に読
み解き、人権を尊
重し、適切に発信
する能力を育成
するため、学校に
おける情報教育
を行います。

教育の情報化
推進事業（児童
生徒の情報活
用能力育成に
向けた取組の
推進）

・「川崎市版情報活用能力
チェックリスト2017」を活
用し児童生徒が自らの情報
活用能力を自己評価できる
ようにした。
・小・中学校において、情
報活用能力の育成をめざし
て授業研究を実施した。
・教育情報化推進モデル校
において情報教育を推進
し、その効果や指導上の留
意点等について研究を進め
た。

学校での授業研究及
び、学校の希望によ
る研修を行い、これ
からの時代には男女
を問わず情報活用能
力の育成がますます
重要であることを呼
びかけ、好評であっ
た。【男女平等に配
慮した点】
男性、女性双方の視
点から、情報モラル
を始め、情報活用能
力の育成及び発揮に
必要な研究を進め
た。

2

（令和元年度　計画、
事業の課題）
引き続き、情報活用能
力の育成に向けた研
究・研修を進めるとと
もに、今後は、児童生
徒の情報モラルを高め
るための教職員、保護
者への研修、啓発等の
事業をさらに推進して
いく。

教育委員
会事務局

情報・視聴
覚センター

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

2

引き続き、男女共同参
画の視点に配慮した広
報を行うため、「手
引」の周知等を行い、
職員への意識啓発を
行っていく。

広報資料の作成
にあたっては、
「公的広報の作成
に関する表現の
手引」の活用を徹
底し、男女共同参
画の視点に配慮
します。

多くの市民へ発信す
る情報に男女平等推
進の視点や、その他
人権配慮の観点から
不適切な表現のない
ような広報を行っ
た。
また、紙面や広報番
組の中で、男女平等
関連イベントについ
て扱うなど、男女平
等推進に関する広報
を所管課と協力して
行った。
【男女平等に配慮し
た点】
「かわさき市政だよ
り」：記事作成の際
には手引きを活用す
るなど、男女平等に
配慮して事業を執行
した。
「広報テレビ番組・
広報ラジオ番組の製
作」：台本作成及び
番組放送等の際に
は、手引きを活用す
るなど、男女平等に
配慮して事業を執行
した。

「公的広報の作成に関する
表現の手引」について局内
に周知するとともに、男女
共同参画の視点に配慮され
ているか確認し、不適切な
点があれば見直しを要請し
た。

性別にとらわれず、
個性に基づく男女の
多様なあり方を尊重
することに留意した
広報を概ね実施した
ため。

「公的広報の作
成に関する表
現の手引」の作
成、及び趣旨
周知

14
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手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施 港湾局（広

報資料作
成局）

まちづくり
局（広報資
料作成局）

建設緑政
局（広報資
料作成局）

「公的広報の作成に関する
表現の手引」の活用を徹底
するよう周知し、男女平等
の視点に立った表現で広報
資料等を作成するよう配慮
した。

男女平等の視点に
立った表現で広報資
料等の作成を行っ
た。

2

市民文化
局（広報資
料作成局）

引き続き、各所属が男
女平等の視点を常に意
識して広報資料の作成
に取り組めるよう、庶
務課から継続して働き
かけていく。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

2

次年度も引き続き、男
女共同参画の視点に配
慮した広報を実施す
る。

こども未来
局（広報資
料作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

2

広報資料の作成にあたって
は、「公的広報の作成に関
する表現の手引」の活用を
各課へ周知し、男女共同参
画の視点に配慮した広報を
実施した。

男女共同参画の視点
に配慮した広報を適
切に実施した。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

2

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

今後も引き続き、手引
きを参考に継続して男
女共同参画の視点に配
慮し、局内への浸透を
図る。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

局内で「公的広報の作成に
関する表現の手引き」につ
いて周知徹底を図り、男女
共同参画の視点に配慮した
広報資料を担当所属におい
て作成した。

男女平等の視点を取
り入れた内容表現に
配慮するよう周知
し、意識啓発を図っ
た。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

局内会議等で、男女
共同参画に係る資料
を配布し、局内の理
解を深めた。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

広報広聴主管課として、局
内の広報物に対し「公的広
報の作成に関する表現の手
引」の視点を持った確認を
行った。

手引きの活用による
男女共同参画の視点
に配慮した広報の実
施した。

経済労働
局（広報資
料作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
課）・　企画
課

今後も引き続き手引等
を活用し、男女共同参
画の視点に配慮した広
報活動を行うよう周知
徹底していく。

手引きの内容を踏まえ、男
女共同参画の視点に配慮し
ながら広報資料を作成する
よう促した。

広報資料の作成にあ
たり、手引きを活用
して男女共同参画の
視点に配慮した。

2

次年度も引き続き、手
引きを活用して男女共
同参画の視点に配慮し
た広報を行っていく。

手引きの周知徹底を
図り、男女共同参画
の視点に配慮して広
報資料を作成した。

2

引き続き局内で手引き
の周知徹底を図るとと
もに、男女平等の視点
が考慮されているか確
認し、不適切な項目が
あれば見直しを要請し
ていく。

2

次年度も引き続き、啓
発の取組を推進する。

「かわさきし子育てガイド
ブック」等のこども未来局
が発行した刊行物について
は、性別にとらわれず、男
女平等の視点を踏まえた表
現に留意し、作成した。

ほぼ目標どおり実施
できたため。

2

局部所長会議等で男女共同
参画に係る資料を配布する
など、局内への浸透を図っ
た。

環境局（広
報資料作
成局）

次年度も引続き男女共
同参画の視点に配慮し
た広報を行う。

健康福祉
局（広報資
料作成局）

局内に手引きを配付し、広
報資料の作成の際にそれを
活用するよう周知を図っ
た。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

14

広報資料の作成
にあたっては、
「公的広報の作成
に関する表現の
手引」の活用を徹
底し、男女共同参
画の視点に配慮
します。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施
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掲載するイラスト
が、男女どちらかに
偏らないように配慮
した。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

「会計事務ニュースレ
ター」は会計事務について
の広報であり、男女平等の
視点に配慮する内容ではな
いが、掲載するイラストに
ついて手引きに沿うよう配
慮し、6月、9月、12月及び3
月の年4回発行した。

手引きを活用し、男女平等
の視点に配慮した。

宮前区役
所（広報資
料作成局）

2

引き続き所管課へ手引
きの周知を行い、男女
平等の視点に配慮して
いく。

男女平等
推進員所
属課（企画
課）

引き続き実施してい
く。

2

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

局内事業において、
手引きを周知し、男
女平等推進の視点に
配慮した。

2

引き続き｢表現の手引｣
を活用し、男女平等の
視点に配慮しながら刊
行物の作成・発行にあ
たる。

幸区役所
（広報資料
作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

今後も引き続き、広報
資料の作成・発行に当
たっては、手引き等を
活用しながら、男女平
等の視点に配慮してい
く。

川崎区役
所（広報資
料作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

臨海部国
際戦略本
部（広報資
料作成局）

臨海部紹介パンフ
レットや「ニュース
レター」の記事作成
に際しては、内容や
写真・イラストに度
について男女の露出
をほぼ等しくするな
ど、男女平等に配慮
し、性差を感じさせ
ないよう配慮した。

引き続き、「会計事務
ニュースレター」の発
行にあたっては、手引
きを活用し、掲載する
イラストについて男女
平等の視点に配慮して
いく。

会計室（広
報資料作
成局）

手引きの活用による男女共
同参画の視点に配慮するよ
う必要に応じて回覧等によ
り広報を実施した。

手引きの活用のみな
らず、男女共同参画
の視点に係る通知等
を各課へ周知した。

2

機会を捉え、所管課
へ手引きの周知を行
い、男女平等の視点
に配慮した。

広報資料作成にあた
り、手引きの活用を
行うよう各課へ周知
した。

2

2

引き続き、市政だより
や各種広報資料の作成
に当たっては、手引き
を活用し、男女平等の
視点に配慮する。

2

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

所管課へ手引きの周知を行
い、男女平等の視点に配慮
した。

中原区役
所（広報資
料作成局）

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

各課へ手引きの周知を行い
男女共同参画の視点に配慮
した。

本部内での手引きの周知を
図り、前年度に引き続づき
男女平等の視点に配慮した
広報資料の作成・発行を
行った。

今後も引き続き、各課
へ手引きの周知を行
い、男女共同参画の視
点に配慮した広報をし
ていく。 高津区役

所（広報資
料作成局）

広報資料の作成に当たり、
手引きを活用し、男女平等
の視点に配慮した。

引き続き、市政だよ
りや各種広報資料の
作成に当たっては、
手引きを活用し、男
女平等の視点に配慮
した表現になるよう
に随時確認を行っ
た。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

14

広報資料の作成
にあたっては、
「公的広報の作成
に関する表現の
手引」の活用を徹
底し、男女共同参
画の視点に配慮
します。
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男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

上下水道
局（広報資
料作成局）

麻生区役
所（広報資
料作成局）

手引きの活用について各課
に周知し、男女共同参画の
視点に配慮した広報を実施
した。

2

2

特になし

多摩区役
所（広報資
料作成局）

引き続き男女平等の視
点に配慮し、年４回の
広報紙及び広報に係る
資料の作成を継続して
行う。

男女いずれかに偏った表現
にならないよう配慮した広
報を実施した。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

概ね男女共同参画の
視点に配慮すること
ができた。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

広報資料の作成にあたり、
男女共同参画の視点に配慮
した。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

市民オンブ
ズマン事務
局（広報資
料作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

年4回新聞折り込み等により
広報紙を配布した。

広報資料の作成にあた
り、継続して、男女平
等推進の視点となって
いるか点検しながら事
業を実施する。 消防局（広

報資料作
成局）

広報誌及び広報関係
の資料の作成にあた
り、男女平等推進の
視点で行うよう配慮
した。

広報資料の作成
にあたっては、
「公的広報の作成
に関する表現の
手引」の活用を徹
底し、男女共同参
画の視点に配慮
します。

2

次年度も引き続き、男
女共同参画の視点に配
慮した広報を実施する
よう区役所各課に周知
していく。

2

次年度も引き続き、広
報資料作成時には「公
的広報の作成に関する
表現の手引」を活用す
るなど、男女共同参画
の視点に配慮して作成
する。

男女共同参画の視点
に配慮した広報を実
施した。

2

引き続き男女共同参画
の視点に配慮した広報
の実施を推進します。

2

病院局（広
報資料作
成局）

広報資料の作成にあ
たり手引きを活用す
るよう各課に周知
し、男女共同参画の
視点に配慮した。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

各機関に発信する情報及び
刊行物等は、常に男女平等
推進の視点に配慮している
かを検証した。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

2

昨年度に引き続き、手
引きの内容及び男女平
等推進の視点に配慮し
た資料作成を周知した
うえで、広報資料の点
検を行う。

看護師募集用のパンフレッ
トのデザインを更新するに
あたって、紙に男女の2名の
看護師の姿のデザインを掲
載するなど、「公的広報の
作成に関する表現の手引」
等を踏まえて、男女共同参
画の視点に配慮して作成し
た。

14

交通局ニュース、交通局
報、報道発表等の広報資料
において、男女平等の視点
に立った資料の作成を行っ
た。

資料作成の周知及び
広報資料の点検を行
い、概ね達成できて
いる。

交通局（広
報資料作
成局）

男女共同参画の視点
に配慮して、広報資
料を作成した。

昨年度と同程度の男
女平等の配慮を図る
ことができた。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施
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行政改革マ
ネジメント
推進室

人権・男女
共同参画
室

刊行物の作成にあたって、
差別的表現がないよう配慮
をおこなった。

差別的表現がないよ
う配慮を行った。

　　男女共同参画の視点に配慮して施策事業を推進するために、市職員を対象とした研修等を実施します。

市議会広報紙「議会かわさ
き」とパンフレットの作成
にあたっては、偏りや固定
的なイメージにとらわれず
文章表現、写真、挿絵等に
格差や差別的な表現などが
ないようジェンダーフリー
の視点で配慮し、「男女平
等推進」への理解と意識の
浸透を図った。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

2

局内へ男女共同参画
の視点に係る資料を
周知することで、職
員の理解を深めた。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

市民文化
局

管理職会議等で男女共同参
画の視点に係る資料を配布
し、局内への周知を図っ
た。

階層別研修で男女平
等推進等に関する研
修を実施した。

研修等への講
師派遣

引き続き、刊行物の作
成にあたっては、手引
きを活用し、男女平等
推進の視点に配慮して
いく。

次年度も引き続き、局
内へ男女共同参画の視
点に係る資料等を周知
し、男女平等参画の視
点に配慮する。

階層別研修の
実施

引き続き、庁内外への
研修等への講師派遣を
実施し、男女平等や男
女平等施策への理解促
進を図る。

監査事務
局（広報資
料作成局）

修了者数：新規採用職員研
修（274人）、採用2年目職
員研修（eラーニング）
（238人）、採用3年目職員
研修（eラーニング）（287
人）、中堅職員研修（235
人）、新任課長研修（84
人）、技能・業務職員研修
（20人）、任期付職員研修
（eラーニング）(29人)（令
和2年2月末現在）

15

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

2

(6)市職員の意識改革

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

総務企画
局

引き続き階層別研修を
において、男女平推進
等に関する研修を実施
します。

男女平等やＤＶ、性
的マイノリティの人
権をテーマに含む研
修の実施によって、
市職員の人権意識向
上に繋がった。

手引きの活用
による男女共
同参画の視点
に配慮した広
報の実施

人事委員
会事務局
（広報資料
作成局）

広報資料の作成
にあたっては、
「公的広報の作成
に関する表現の
手引」の活用を徹
底し、男女共同参
画の視点に配慮
します。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）・
教育政策
室

2

教育委員
会事務局
（広報資料
作成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

引き続き男女共同参画
の視点に配慮してい
く。

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

議会局（広
報資料作
成局）

男女平等
推進員所
属課（庶務
担当課）

広報誌の作成にあ
たっては、男女平等
の視点で行うよう配
慮した。

選挙管理
委員会事
務局（広報
資料作成
局）

14

引き続き、偏りや固定
的なイメージにとらわ
れず文章表現、写真、
挿絵等に格差や差別的
な表現などがないよう
ジェンダーフリーの視
点で配慮するととも
に、「男女平等推進」
への理解と意識の浸透
を図る。

2

次年度も引き続き、男
女平等推進の視点に配
慮し、広報誌を作成し
ていく。

2

「教育だよりかわさき」の
作成については、男女平等
の視点を踏まえた表現に留
意し、作成した。

男女いずれかに偏った表現
にならないよう配慮した広
報を実施した。

概ね男女共同参画の
視点に配慮すること
ができた。

2

各職種別・役職別研修等に
おいて、研修主催課の要望
に応じて講師派遣を行い。
男女平等施策を含む人権全
般をテーマにした講義を実
施した。

市議会広報紙「議会
かわさき」とパンフ
レットの作成にあ
たっては、前年度に
引き続き、格差や差
別的な表現がないよ
うジェンダーフリー
の視点で配慮しなが
ら作成を行った。

2

男女平等及び男
女平等推進施策
への理解を深め
るための職員研
修を実施します。
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生涯学習
推進課

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

男女比率の把
握、及び公表

経済労働
局（統計資
料作成局）

市の統計調査やアンケート
調査等の実施にあたって
は、必要に応じて性別デー
タの把握に努め、公表を
行った。 健康福祉

局（統計資
料作成局）

必要に応じて適切に
実施した。

2

次年度も統計調査等を
実施する場合は、引き
続き、男女平等推進の
視点に配慮し、実施し
ていく。

(7)男女平等推進のための統計の実施及び公表

・平成30年度に実施した
「かわさきの男女共同参画
アンケート」結果を、川崎
市男女共同参画センターの
ホームページに公開すると
ともに、データブックを作
成した。

結果の公表に当たっ
ては、男女別で示す
だけではなく性別と
年代をクロスさせた
結果なども示した。

　　性別により課題やニーズが異なる場合があることに留意し効果的に事業を推進するため、アンケートの実施やデータ把握に努めます。

人権・男女
共同参画
室

教育委員
会事務局

・5月27日に開催した「川崎
市男女共同参画推進員連絡
調整会議」で、ポジティ
ブ・アクションの説明を
行った。
・各事業担当部署から女性
を優遇する措置について問
い合わせがあった際は説明
を行った。

男女平等などの人権
についての理解を深
めるための研修を実
施した。

15

統計調査等の実施にあたっ
ては、必要に応じて性別
データの把握に努めた。

2

こども未来
局（統計資
料作成局）

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

男女平等などの人権に関す
る理解を深める職員研修を
実施した。

ほぼ目標どおり実施
できたため。

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

総務企画
局（統計資
料作成局）

2

アンケート調査等の実施に
あたっては、必要に応じて
性別データの把握に努め
た。

必要に応じて適切に
実施した。

男女比率の把握し、
公表に向けて適切に
実施した。

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

16

17

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

市民文化
局

男女比率の把
握、及び公表

今年度実施したアンケート
調査においては、男女比率
を把握できるよう実施し
た。

次年度も引き続き、必
要に応じて性別データ
の把握及び公表に努め
る。

18

男女平等の理解
を深め施策を効
果的に推進する
ために、市民への
アンケート等の調
査を実施します。

市民文化
局（統計資
料作成局）

男女比率の把
握、及び公表

2

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

人権・男女
共同参画
室

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

調査結果を市ホーム
ページや刊行物等で
広く一般に公表し
た。

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

次年度も引き続き、社
会教育施設職員への研
修を推進する。

引き続き、会議等の場
において、ポジティブ
アクションへの理解促
進に向けた説明を行
う。

男女平等及び男
女平等推進施策
への理解を深め
るための職員研
修を実施します。

社会教育施設
職員への研修
の実施

会議や研修を
通じた理解促
進

引き続き、男女平等推
進の視点に配慮し、ア
ンケート調査等を実施
していく。

2

市民向けの啓発資料と
して、今後はデータ
ブックの配布・周知を
行う。

2

次年度も引続き必要に
応じて性別データの把
握に努め、公表を行
う。

男女比率の把
握、及び公表

男女平等に関
する市民アン
ケートの実施
（男女共同参画
センター調査研
究事業）

2

次年度もアンケート調
査を実施する場合は、
引き続き、男女共同参
画の視点に配慮して実
施する。

市民文化
局

ポジティブ・アク
ションについての説
明を実施すること
で、市職員の意識向
上の機会となった。

男女比率の把
握、及び公表

法定受託事務として国の基
準による調査を実施し、そ
の結果、男女別に集計を
行った統計調査結果につい
て、男女比率が把握できる
資料を公表した。

2

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

男女共同参画の
視点に配慮して
事業を推進する
ために、ポジティ
ブ・アクションへの
理解を促進しま
す。

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます
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市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

消防局（統
計資料作
成局）

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

交通局（統
計資料作
成局）

市バスお客様アン
ケート調査は、統計
上、男女比率を把握
する必要がないこと
から、性別記載欄を
設けていない。

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ・
教育政策
室

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

引き続き男女平等の
視点に配慮し、アン
ケート調査等を行
う。

引き続き男女平等の視
点に配慮し、アンケー
ト調査等を行う。

上下水道
局（統計資
料作成局）

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

2

お客様アンケート調査
を引続き実施し、市バ
スに対するお客様満足
度の把握に努める。

教育委員
会事務局
（統計資料
作成局）

調査結果を市ホーム
ページで広く一般に
公表した。

2

次年度も引き続き、男
女平等推進の視点に配
慮し、調査を実施して
いく。

高津区役
所（統計資
料作成局）

男女比率の把
握、及び公表

市民意識調査アンケートを
実施した。また、区民祭等
でアンケート調査を実施し
た。

2

男女比率の把
握、及び公表

継続して把握、分析を
実施していくととも
に、必要に応じて、各
部署間で共有し、男女
平等に留意した事業推
進に役立てる。

男女比率の把
握、及び公表

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

アンケート調査の実施にあ
たっては、必要に応じて性
別データの把握に努めた。

まちづくり
局（統計資
料作成局）

男女比率の把
握、及び公表

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

引き続き男女平等の視
点に配慮し、調査等を
行う。

男女比率の把
握、及び公表

統計調査やアンケートの実
施にあたり、性別データに
ついても把握ができるよう
努めた。

事業アンケートや庁
舎に関する市民要望
を通じて、性別によ
り異なるニーズを把
握した。

性別・年齢等、回答
者属性をたずねる設
問を設定し、回答者
の男女比率などの
データを把握した。

2

市バスお客様アンケート調
査を実施した。

2

男女比率の把
握、及び公表

5月1日調査期日の「市立学
校統計調査」において、男
女別の児童・生徒数を把握
し、公表している。

統計調査やアンケー
ト結果において、男
女平等の視点から現
状の把握及び分析を
行った。

今後、性別データの把
握が必要な調査が生じ
た場合は把握に努めて
いく。

18

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます 2

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

統計調査において、性別
データが把握できるよう実
施した。
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市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

人権オンブ
ズパーソン
担当

こども未来
局

男女平等に関わる人権侵害
について、問題解決に向け
た助言・支援を行い、関係
機関等と連携して適切な対
応に努めた。

性同一性障害
に関する相談
支援の実施（児
童相談所）

20

男女平等に関わる人
権侵害について、計
画していた取組を実
施した。

2

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

アンケートの実施にあ
たっては、トランス
ジェンダーなど、性的
少数者への配慮を念頭
に引き続き行ってい
く。

統計資料
作成所管
課記入後、
庶務課（男
女共同参
画推進員
所属課）で
取りまとめ

2　女性に対するあらゆる暴力の防止と被害者への支援

市民文化
局

市民オンブ
ズマン事務
局

人権オンブズ
パーソン制度

22

性的マイノリティ
の人々の人権を
尊重する視点か
ら相談支援を実
施します

21

研修等を通じ、引き続
き相談の質の向上に努
めながら、実施してい
く。

性同一性障がいの児童
が、相談に繋がりやす
くなるよう、引き続き
学校等の関係機関との
連携強化を進めてく。

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

男女比率の把
握、及び公表

人事行政の適正な運営のた
め、採用・昇任・勤続年数
等における男女比率を調査
した。

調査結果をもとに、
川崎市職員の人事に
関する統計報告を作
成した。

児童家庭
支援・虐待
対策室

次年度も引き続き、男
女平等に関わる人権侵
害について、問題解決
に向けた助言・支援を
行い、関係機関等と連
携して適切な対応に努
める。

議会局（統
計資料作
成局）

人権・男女
共同参画
室

引き続き、適正な調査
のもと、統計報告を作
成する。

人事委員
会事務局
（統計資料
作成局）

(8)男女平等や人権侵害に関する相談事業の推進

　　女性や男性の様々な悩みや人権侵害に関する相談事業を実施するとともに、性同一性障害に関する相談支援を行います。また、相談窓口の周知に努めます。

19

女性のさまざまな
悩みにかかる相
談事業を実施しま
す。

男女共同参画
センター女性総
合相談

ハローウィメンズ110番（電
話・面接相談）において、
電話相談4,769件、面接相談
95件、年間合計4,864件の相
談があった。

前年度を上回る相談
件数があり、女性の
エンパワメントに向
け一定の役割を果た
した。

2

研修等を通じ、引き続
き相談の質の向上に努
めながら、実施してい
く。

男女比率の把
握、及び公表

市議会広報紙「議会かわさ
き」のアンケートでは、ト
ランスジェンダーなど、性
的少数者への配慮から性別
欄を設けていない。

市議会広報紙「議会
かわさき」のアン
ケートでは、トラン
スジェンダーなど、
性的少数者への配慮
から性別欄を設けて
いないが、格差や差
別的な設問がないよ
う行った。

2

2

2

市の統計調査や
アンケート調査等
の実施にあたって
は、必要に応じて
性別データの把
握に努めます

男女平等に関わ
る人権侵害につ
いて、問題解決に
向けた助言・支援
や、関係機関等
への調査・調整等
を実施します。

前年度を上回る相談
件数があり、男性の
エンパワメントに向
け一定の役割を果た
した。

性同一性障害に悩む児童に
対し、学校と連携して支援
した。

子ども自身の性同一
性障害の悩みに対す
る適切な助言等の支
援を行った。

2

男性のさまざまな
悩みにかかる相
談事業を推進しま
す。

「男性のための電話相談」
を実施し、187件の相談が
あった。

男女共同参画
センター男性相
談

18

33



H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) A

R2
(2020)

R3
(2021)

計画改定の中で、庁
内会議の実施や施策
事業の課題把握を行
い、部署間の連携強
化に繋がった。

24

ＤＶ防止・被害者
支援基本計画を
推進し、配偶者等
からの暴力による
被害者への支援
を実施します。

市民文化
局

2

引き続き、相談員のス
キル向上のための研修
を継続する。

3

電話相談（教育一
般）を開設し、性に
関わることを含め、
心配なことや悩みな
どの相談に応じた。

性同一性障害
に関する相談
支援の実施

性同一性障害
に関する相談
支援の実施（教
育相談セン
ター・室）

制度等の周知
広報

ＤＶ防止・被害
者支援基本計
画の推進

・現行計画の計画期間が今
年度で終了となることか
ら、庁内に計画検討会議を
設置し、現場の実態及び課
題の把握を行い、「第3期川
崎市ＤＶ防止・被害者支援
基本計画」を策定した。
・現行計画については、庁
内会議を通じ進捗状況を報
告するとともに、2月に計画
の進捗状況調査を実施し
た。

2

「第3期川崎市ＤＶ防
止・被害者支援基本計
画」に基づき、ＤＶ防
止・被害者支援の取組
を推進していく。

2

22

性的マイノリティ
の人々の人権を
尊重する視点か
ら相談支援を実
施します

女性相談及び男性相談の電
話番号・相談日等を記載し
たカードを作成し、市内公
共施設、民間事業者、高校
定時制等に配架し、窓口の
広報を行った。今年度よ
り、広報物にＱＲコードを
追加した。

23

ＷＨＯ総会にて、性同
一性障害が精神障害の
分類から除外された。
それに伴い、相談支援
体制や研修の持ち方に
ついて、関係機関とも
意見交換をしていきた
いと考えている。

市民オンブ
ズマン事務
局

人権オンブ
ズパーソン
担当

人権・男女
共同参画
室

引き続き、相談事業の
周知を図るため、配架
先の開拓に努める。

(9)ドメスティック・バイオレンスの防止と被害者支援の推進

　　「川崎市ＤＶ防止・被害者支援基本計画」に基づき、被害者への支援とＤＶ防止に向けた取組を進めます。

人権・男女
共同参画
室

健康福祉
局

精神保健
福祉セン
ター

教育委員
会事務局

教育相談セ
ンター

市民文化
局

電話相談（教育一般）を開
設し、性に関わることを含
め、心配なことや悩みなど
の相談に応じた。

相談窓口の周
知広報

・性同一性障害の高校生年
齢以上の相談窓口として、
本人及び家族からの相談を7
件対応した。
・支援者向けの研修会を1回
実施し、37名の参加があっ
た。

性の多様性や人権を
尊重した相談対応に
ついて、支援者が学
ぶ機会を設け、支援
力の向上を図った。

男女平等や人権
侵害に関する相
談窓口を周知しま
す。

市ＨＰ、年度報告書、市政
だより、広報掲示板での広
報や広報コーナー、区役所
ロビー等でのパネル展示を
行った。また、各種イベン
トでの相談カードや広報パ
ンフレットの配布のほか、
男女共同参画センターと連
携した高校生対象の人権学
習の実施や、関係機関等と
の会議を通じて制度の周知
に努めた。

男女平等の人権侵害
に関する相談窓口等
の周知広報に向け、
計画していた取組を
実施した。

2

次年度も引き続き、市
ＨＰ、年度報告書、市
政だより等での広報の
ほか、区役所等でのパ
ネル展示や各種イベン
トでの広報物の配布、
男女共同参画センター
と連携した広報活動等
を実施する。また、関
係機関等との会議を活
用した制度の周知に努
める。

相談カードの配布を
通じて、相談事業の
周知を実施した。
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24

ＤＶ防止・被害者
支援基本計画を
推進し、配偶者等
からの暴力による
被害者への支援
を実施します。

ＤＶ防止・被害
者支援基本計
画に基づく被害
者支援の推進

　　セクシユアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、マタニティ・ハラスメント等の防止に向けた取組とともに、相談支援を行います。

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

児童家庭
支援・虐待
対策室

こども未来
局

人権・男女
共同参画
室

「川崎市ＤＶ防止・被害者
支援基本計画」に基づき、
被害者支援等に関する研修
を実施し、60名の参加が
あった。

研修を実施すること
により、ＤＶ被害者
を支援する関係機関
の理解を深め、被害
者支援を推進した。

2

ＤＶ被害者に対し、関
係機関が連携して取り
組めるよう、引き続き
研修を実施していく。

関係機関を対
象とした被害者
支援等に関す
る研修の実施

・大学生や専門学校生、高
校生を対象とし、デートＤ
Ｖ予防啓発ワークショップ
を実施し、計6回、計820名
の参加があった。
・デートＤＶ予防啓発ワー
クショップ受講対象の拡大
に向け、教員に向けてワー
クショップの説明を実施し
た。

こども未来
局

児童家庭
支援・虐待
対策室

デートＤＶ予防
啓発ワーク
ショップの実施

(10)様々なハラスメントの防止と被害者支援の推進

機会を捉え、ハラスメ
ント防止に向けた情報
提供を行っていく。

セクハラ、パワ
ハラ、マタハ
ラ、パタハラ防
止に向けた男
女共同参画セ
ンターによる情
報提供

26

ドメスティック・バ
イオレンスに関す
る講座や研修を
実施します。

人権・男女
共同参画
室

市民文化
局

25

ドメスティック・バ
イオレンスの防止
に向けた啓発パ
ンフレット等の作
成、配布や情報
提供を行います。

市民文化
局

・男女共同参画センターの
ホームページ上にセクシュ
アル・ハラスメント等の防
止に関するｗｅｂサイトの
リンクを張り、情報発信を
行った。

男女共同参画セン
ターのホームページ
上で情報提供を行
い、ハラスメント防
止を図った。

2

ＤＶ予防・啓発を目的
とした啓発品をイベン
ト等で配布し、ＤＶ予
防・啓発を図る。

デートＤＶ予防啓発
ワークショップを通
じて啓発を実施し、
被害等の防止を図っ
た。

1

高校生より若い世代も
対象に拡大し、引き続
きデートＤＶ予防啓発
ワークショップの実施
を行う。

27

ハラスメント防止
に向けた啓発パ
ンフレット等の作
成や配布、情報
提供とともに、被
害者への相談支
援を行います。

啓発物品の作
成や配布、ＤＶ
に対する正しい
理解の促進

・パーブルリボンをデザイ
ンしたファイルを作成し
た。
・「女性に対する暴力をな
くす運動期間」にあわせ区
役所番号表示システムや川
崎駅河川情報掲示板、広報
コーナーなどで展示・広報
を行った。
・成人の日を祝うつどいの
パンフレットにデートＤＶ
予防啓発広報を掲載した。

啓発品の配布や、啓
発広報文の掲載に
よって、ＤＶ支援相
談窓口の周知や予防
啓発に繋がった。

2

①川崎市DV相談支援セン
ターを中心に相談を行い、
被害者の人権擁護及び自立
のための支援を行った。②
DV被害者支援のため、神奈
川県や民間シェルター等へ
の緊急一時保護を実施する
とともに、民間団体の運営
等への支援を行った。③
「川崎市DV防止・被害者支
援基本計画」に基づき施策
を推進した。④DVや性暴力
による望まない妊娠の相談
窓口の周知を進めるため、
川崎市DV相談支援センター
と妊娠・出産SOSとの合同ポ
スターを新たに作成し、関
係機関等や市内鉄道各駅へ
のポスターの掲示やカード
の配布広報活動を行った。

①川崎市ＤＶ相談支
援センターを中心に
相談を行い、被害者
の人権擁護及び自立
のための支援を行っ
た。②ＤＶ被害者支
援のため、神奈川県
や民間シェルター等
への緊急一時保護を
実施するとともに、
民間団体の運営等へ
の支援を行った。③
「川崎市ＤＶ防止・
被害者支援基本計
画」に基づき施策を
推進した。④川崎市
ＤＶ相談支援セン
ターの広報のため、
関係機関等へ、チラ
シ等を配布するなど
広報活動を行った。

2

「川崎市DV防止・被害
者支援基本計画」に基
づき、ＤＶ被害者の人
権を擁護し、川崎市Ｄ
Ｖ相談支援センターを
中心に関係機関等と連
携しながらＤＶ被害者
への支援を推進してい
く。
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労働雇用
部

経済労働
局

団体等の依頼に基づ
き、出前講座を行う
ことで、啓発に繋
がった。

・新規採用職員研修や階層
別研修などの機会を通じ
て、相談窓口や要綱、ハラ
スメントに関する情勢等に
ついての周知を行った。
・相談窓口では、担当職員
による一般相談及び弁護士
による専門相談を実施し
た。

修了者数：新規採用職員研
修（274人）、採用2年目職
員研修（eラーニング）
（238人）、採用3年目職員
研修（eラーニング）（287
人）、中堅職員研修（235
人）、新任課長研修（84
人）、技能・業務職員研修
（20人）、任期付職員研修
（eラーニング）(29人)（令
和2年2月末現在）

令和元年度は、団体等への
出前講座・研修においてセ
クシュアル・ハラスメン
ト、パワー・ハラスメント
に関する依頼が1件あった

・3回連続講座として、令和
元年11月19日、令和2年1月8
日、同年2月12日に開催し、
延べ約83人の参加があっ
た。

男女共同参画
センターによる
企業等への出
前講座

労働雇用
部2

・引き続き、｢かわさ
き労働情報｣におい
て、男女雇用機会均等
法や性別を理由にする
差別等について相談で
きる窓口の案内記事等
を掲載する。
・引き続き、「働くた
めのガイドブック」に
おいて、男女雇用機会
均等法やセクハラ・パ
ワハラについての記事
を掲載する。

・「かわさき労働情報」に
おいて、性別を理由にする
差別等について相談できる
窓口の案内記事を掲載し
た。
・「働くためのガイドブッ
ク」において、男女雇用機
会均等法やセクハラ、パワ
ハラについての記事を掲載
した。

女性に対するあらゆ
る暴力の防止と被害
者への支援に向けた
取組を実施した。

労働相談

引き続き、各種研修等
を通じてハラスメント
の防止に向けた取組を
実施するとともに、相
談窓口では、相談者
個々の状況に応じて適
切に対応していく。

2

・開催時間帯（今年度
は全て午後3時開催）
について、夜間も含め
て検討する余地があ
る。

市民文化
局

「かわさき労働
情報」「働くため
のガイドブック」
等による防止
に向けた広報

ハラスメント防止
に向けた啓発パ
ンフレット等の作
成や配布、情報
提供とともに、被
害者への相談支
援を行います。

27

経済労働
局

市内2か所で実施している常
設の労働相談のほかに、神
奈川県と共催で月1回の弁護
士相談・夜間労働相談（6月
から）・年6回の街頭労働相
談を開催し（1回中止）、職
場で起きたセクハラの問題
についても相談を受けた。

街頭労働相談では女
性が話しやすいよう
に女性相談員による
相談コーナーを設け
た。他の相談におい
ても相談者の状況を
理解したうえで中立
的な立場から相談を
受けることに配慮し
た。

2

引き続き労働相談業務
を継続する。

2

出前講座等は依頼に基
づき、実施していくと
ともに、ニーズ把握を
しながら講座等の企画
を行っていく。

人権・男女
共同参画
室（人権
班）

総務企画
局

行政改革マ
ネジメント
推進室

総務企画
局

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

・前年度のアンケー
ト内容を活かし、ゲ
ストスピーカーとし
て、企業実務に詳し
い講師を選定した。
このことにより、多
様な性やハラスメン
トに関して、企業関
係者に理解を深めて
もらうことができ
た。

人事課

階層別研修でハラス
メントの防止に関す
る研修を行った。

2

引き続き階層別研修を
において、ハラスメン
ト等に関する研修を実
施します。

相談窓口や要綱、ハ
ラスメントに関する
情勢等について周知
を行い、セクハラ、
パワハラだけではな
く、妊娠、出産、育
児又は介護に関する
ハラスメントに係る
本市の取組方針を示
した。また、相談窓
口では、相談者個々
の状況に応じて、事
実関係の調査や問題
の解決に向けた対応
を行った。

2

29

29

市職員に対しハラ
スメントの防止に
向けた研修等を
行うとともに、相
談窓口での相談
対応を実施しま
す。

市職員に対しハラ
スメントの防止に
向けた研修等を
行うとともに、相
談窓口での相談
対応を実施しま
す。

28

ハラスメントに関
する講座や研修
を実施します。

企業向けＬＧＢ
Ｔセミナーの実
施

階層別研修

「要綱」の周
知、相談窓口
の周知及び対
応の実施
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(11)性暴力や売買春などの根絶に向けた施策の推進

内閣府や神奈川県が作成し
たJKビジネスや人身取引防
止に向けたポスター及び
リーフレットを、市内各施
設で掲示・配架した。

　　防止に向けた取組を進めるとともに、関係機関と連携した被害者支援を行います。

犯罪被害者相談等の各
種研修会等の参加など
を通し、相談員のスキ
ルアップ向上に努めな
がら取組を継続して行
う。

川崎市ＤＶ相談支援セン
ターを中心に性暴力等を受
けた被害者の相談支援に応
じ、安全確保が必要な被害
者には関係機関と連携して
一時保護を行った。

被害女性の訴えを確
認しながら、女性の
立場に立った支援を
行った。

2

人権・男女
共同参画
室

人権オンブ
ズパーソン
担当

31

子どもに対する性
暴力・性犯罪被害
の防止及び早期
発見・早期対応に
努めます。 児童家庭

支援・虐待
対策室

女性の相談員を配置
するなど、性犯罪被
害者等が相談しやす
い体制により被害者
支援を行った。

2

ポスター等の掲示を
行うことで、女性に
対する暴力被害の啓
発に繋がった。

2

引き続き、内閣府が作
成する広報物等を市内
各施設で配架し、性暴
力や売買春根絶に向け
た啓発を行う。

犯罪被害者等支援相談を実
施し、各種犯罪被害に対
し、専門の相談員が面接や
電話等により各種支援施策
の情報提供を行った。

引き続き関係機関と連
携しながら、被害女性
の支援をしていく。

市民文化
局

市民文化
局

こども未来
局

地域安全
推進課

30

30
児童家庭
支援・虐待
対策室

ポスター掲示
等による啓発

性暴力及びストー
カー等の防止に
関する啓発及び
被害者への支援
を行います。

性暴力及びストー
カー等の防止に
関する啓発及び
被害者への支援
を行います。

犯罪被害者等
支援相談の実
施

女性保護事業
の実施

民生委員児童委員等
関係団体、川崎フロ
ンターレに加え、Ｎ
ＰＯと連携した効果
的な普及啓発を実施
した。 2

より効果的な広報啓発
に努め、事業内容など
を充実させる必要があ
る。

令和元年度児童相談所にお
ける児童虐待相談・通告件
数は3,368件あり、相談・通
告に対して迅速かつ適切に
対応した。また、要保護児
童対策地域協議会等を活用
し、関係機関と連携しなが
ら児童及び保護者を支援し
た。

関係機関と連携を図
りながら、適切な対
応と相談支援に努め
た。

1

児童虐待の早期発見と
早期対応のため、引き
続き関係機関と連携し
ていく。

子どもからの相談に対し、
関係機関等と連携して、迅
速・適切な対応に努めた。

人権オンブズ
パーソン制度
（子どもに対す
る性暴力等被
害相談への対
応）

11月の児童虐待防止推進月
間を中心に、民生委員児童
委員等関係団体と連携し、
市内各所で啓発活動を実施
した。また川崎フロンター
レと連携し、虐待防止等に
ついて、市民への普及啓発
を図った。

子どもに関わる人権
侵害について、計画
していた取組を実施
した。

関係機関と連
携した児童相
談所における
虐待相談・通告
への対応

こども未来
局

こども未来
局

2

次年度も引き続き、相
談に対し、関係機関等
と連携して迅速・適切
な対応に努める。

市民オンブ
ズマン事務
局

児童虐待防止
推進月間を中
心とした児童虐
待の防止、早
期発見に向け
た普及啓発活
動の実施

児童家庭
支援・虐待
対策室
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33

男性のさまざまな
悩みにかかる相
談事業を推進しま
す。

男女共同参画
センター男性相
談

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室
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3　家庭生活への男性の参画促進

(12)男性にとっての男女共同参画の意義についての理解の促進

　　意識啓発や相談事業等を通じて、男女共同参画について男性の理解の促進を図ります。

(13)家事・子育て・介護等家庭生活における男性の主体的な参画の促進

　　男性が参加しやすいように配慮した講座開催などを通じて、男性の家庭生活への参画を促進します。

32

長時間労働を前
提とした従来の働
き方を見直し、男
性が家庭生活や
地域活動に参画
できる多様な働き
方・生き方につい
て啓発を進めま
す。

男性向け啓発
事業
男女共同参画
センターにおけ
る男性向け事
業（講座等）の
実施
（育休パパとママ
のための職場復帰
セミナー＆カフェ）

・育休パパとママのための
職場復帰セミナー＆カフェ
を計2回実施し、男性12人女
性15人、合計27人の参加が
あった。
・ライフキャリア講座　50
代からの生き方講座を開催
し、男性35人女性104人、合
計139人の参加があった。

・職場復帰セミナー
は両親での参加とい
う形をとることで、
男性の理解促進を
図った。
・ライフキャリア講
座は、定年退職後に
夫婦間で起きる問題
点などについて話す
など、夫婦で参加し
やすい内容とした。

2

引き続き、男性が働き
方や生き方について気
づきを得る場の提供を
実施する。

31

子どもに対する性
暴力・性犯罪被害
の防止及び早期
発見・早期対応に
努めます。

小・中学生を対
象とした「ＣＡＰ
子どもワーク
ショップ」の実
施

区・教育担当を
中心とした性暴
力被害を含め
たさまざまな問
題への適切な
支援の実施

35

両親学級や子育
てセミナー等にお
いて、男性が参加
しやすい講座時
間・内容を企画し
ます。

・男女共同参画センターが
主催するイキメン研究所に
おいて、「パパのための子
育てサロン」を計４回開催
し、計25名の参加があっ
た。

男性向け講座の実施
を通じ、男性の家
事・子育て等への主
体的な参加を促進し
た。

2

男女共同参画
センターの男性
向け事業の男
性が参加しや
すい企画・実施

34

男性が主体となっ
て企画運営を行う
子育てサロン等
の開催を通じ、男
性の家庭や地域
活動への参画を
促進します。

男女共同参画
センターのイキ
メン研究所

・令和元年度は、親子で楽
しむコンサートの開催、子
育てに関するパパ同士の情
報交換の機会の提供、職場
復帰講座へのコラボ、を
行った。コンサートは好評
を博し、475名の参加があっ
た。

コンサートでは、パ
パたちの育児エピ
ソードの紹介や、親
子でのステージ参加
などの募集を行い、
男性がより身近に育
児参加を体感できる
内容とした。

2

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

教育委員
会事務局

人権・男女
共同参画
室

再掲目標Ⅰ　事業番号20

各区に配置した区・教育担
当を中心に、関係機関と連
携し、子どもに対する性暴
力や性犯罪を含めた問題の
把握に努め、速やかに情報
共有を行うとともに、その
状況に応じて適切に支援を
行った。

説明会を実施し、担当者に
事業の趣旨の説明を行っ
た。また、子どもの権利学
習（ＣＡＰプログラム）子
どもワークショップを小学
校29校、中学校4校、3,954
名の児童生徒に対して、権
利の大切さを教え、安全・
安心について理解を深める
ことができるよう実施し
た。

平成28年度から中学
校も実施対象にして
いる。平成30年度4
校、令和元年度４校
で実施した。学年の
実態に応じたプログ
ラム（中学校1年生
と2，3年生では実施
内容が異なる）の実
施が定着しつつあ
る。

2

新たな課題でもある、
デートＤＶについて
も、中学生を対象とし
たプログラムに組み入
れた。

各区・教育担当が中
心となり、状況や必
要に応じて学校、区
役所、児童相談所、
警察等、関係機関が
連携して対応し、適
切に支援した。

2

今後も、各区・教育担
当を中心に関係機関が
連携し、子どもに対す
る性暴力や性犯罪を含
めた問題の把握に努
め、速やかに対応し、
適切に支援するよう努
めていく。

引き続き、男性の家
庭・地域参加に向けた
講座を開催する。

引き続き、イキメン研
究所メンバー増員に向
けた取組も行ってい
く。

市民文化
局

人権・男女
共同参画
室

教育政策
室

人権・多文
化共生教
育

教育委員
会事務局

指導課

市民文化
局
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2
川崎区役
所

35

両親学級や子育
てセミナー等にお
いて、男性が参加
しやすい講座時
間・内容を企画し
ます。

36

男性の参加促進
など男女共同参
画の視点に立っ
た介護教室等を
実施します。

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

・各区において初産婦とそ
のパートナー等を対象に両
親学級を実施した（参加者
数3,363人）。
・平日に区で開催する両親
学級に参加できない方を対
象に、川崎市看護協会にお
いて年7回（土曜日）（参加
者数452人）、川崎市助産師
会において年7回（日曜日）
両親学級を実施した。（参
加者数350人）
・母子健康手帳交付時に、
妊産婦のメンタルヘルスや
父親の積極的な育児参加の
普及啓発のため父子手帳等
を配布した。

体操教室やサロン等、79の
自主グループ等の活動支援
を実施した。男性ボラン
ティアが中心に活躍されて
いるグループもあり、男性
の地域活動参加のきっかけ
となっている。

ボランティア・参加
者の多数は女性であ
るが、男性ボラン
ティアが中心のサロ
ンも発足し、男性利
用者に好評である。

2

今年度同様に講演会を
実施し男女共に幅広く
参加できるよう広報す
る。

地域支援
課

両親学級の土
曜日、日曜日
の開催
川崎市父子手
帳の配布

次年度は男女の共同参
加の視点にたって、運
動と講義の2日間コー
スで認知症予防の普及
啓発を実施するため、
介護教室としては今年
度で終了とする。

『認知症になっても安心し
て暮らせる川崎のまちづく
り』をテーマに講演会を開
催した際に、認知症カフェ
や家族会を紹介し、男性も
参加しやすい地域づくりに
ついて、考える機会となっ
た。

男女共同参画促進の
理解に向け、計画し
ていた取組を実施し
た。

2

男女共同参画の理解
の促進に向け、計画
していた取組を実施
した。

1

・次年度も引き続き両
親学級を開催するとと
もに、就労している妊
婦や父親のニーズを踏
まえ、休日の開催回数
を増やして実施する。
・次年度も引き続き父
親が妊娠・出産・育児
に関心を持てるよう父
子手帳の配布を行う。

こども未来
局

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

男性の参加促
進に配慮した
介護教室等の
実施

男女共同参画の視点から、
市・区における様々な機会
を活用して男性にも参加を
促すよう、積極的にＰＲを
行った。

男女共同参画の視点
から、適切に実施す
ることができた。

2

今後も、誰もが参加し
やすい講座の開催に向
け、取組を推進する。

認知症介護教室は、講演会
を1回実施、介護者の会を5
回実施した。
男性介護者は12名参加し
た。

男女とも参加しやす
いよう、講演会講師
の選定や内容を検討
した。

2

関係機関・団体の協力
により積極的に広報す
るとともに、介護につ
いて困っている区民が
男女の別なく参加しや
すいよう、関係機関等
と連携しながら行う。

男性の参加促
進に配慮した、
認知症家族介
護教室の実施

家族介護者支援講演会を実
施した。

引き続き実施する。

幸区役所

地域支援
課

高津区役
所

男女共に参加があ
り、自主活動をする
区内介護者の会の参
加へと繋がるきっか
けとことなった。
また、グループワー
クを通じ介護者同士
交流が図れた。
【男女平等に配慮し
た点】
参加募集に際しては
男女共に幅広く参加
できるようチラシ配
布や市政だよりを活
用し広報をした。

地域支援
課

こども保健
福祉課

健康福祉
局

健康増進
課

地域支援
課

中原区役
所

39



H30
(2018) B

R1
(2019) A

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

(14)男女共同参画の視点に立った家庭教育の推進

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

認知症家族介護教室を
3月に開催する予定であった
がイベント自粛で中止と
なった。

男女を問わず認知症
高齢者への理解を進
め、協働して介護を
するための働きかけ
を行うため認知症家
族介護教室を企画
し、幅広く広報を
行った。 2

・認知症介護者教室を2回開
催した。参加人数は計40
人。そのうち9人の男性の参
加者があった。

男女ともに参加が
あった。
アンケートの結果は
好評だった。

男性の参加促進
など男女共同参
画の視点に立っ
た介護教室等を
実施します。

36

男性の参加促進
など男女共同参
画の視点に立っ
た介護教室等を
実施します。

36

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

37

男性の子育て参
加の促進など男
女共同参画の視
点に立った家庭
教育支援事業を
推進します。

家庭教育支援
事業の推進

教育文化会館・市民館にお
ける｢家庭・地域教育学級」
の実施にあたっては、男女
が共同して子育てする視点
を持つことを意識して行っ
た。

男性にとっての男女
共同参画の意義につ
いての理解の促進に
つながる事業を実施
した。

地域支援
課

地域支援
課

地域支援
課

麻生区役
所

多摩区役
所

宮前区役
所

今後も固定的な役割意
識にとらわれない男女
平等の視点で実施して
いく。男女共に幅広く
参加できるよう広報す
る。

男性の参加促
進に配慮した、
各区における
介護教室等の
実施

今後も家族で介護教室
に参加することを促す
など、男女ともに参加
することを働きかけ
る。

男女平等の視点に立
ち、介護教室などを
実施することができ
た。

2

・学習会や座談会を年5回実
施。介護者及びボランティ
アとの交流により、精神的
負担の軽減ができた。また
介護者が具体的なケアの方
法や最新の情報が得られ
た。

2

次年度も引き続き、男
女共同参画の視点に
立った家庭教育支援事
業を推進する。

教育委員
会事務局

生涯学習
推進課

2

令和２年度も引き続き
男女の区別なく参加で
きるように広報・事業
内容を検討し取り組
む。
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